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(2) 上記モデルを、シリコン網膜及び方位選択チップの 2 つのアナログ集積回路から成るマルチチップシステムとし
て階層的に構築している。方位選択チップは、本研究において開発、試作したものである。
(3) アナログ信号によるチップ間画像転写の特性を実験により評価し、転写の精度、速度が後段での画像処理に対し
て十分耐え得ることを示している。
性) 製作したマルチチップシステムを用いた実験において、本システムが方位選択的な応答を示すこと、また、外部
信号により回路パラメータを変化させることで最適方位に対するチューニングの鋭さや空間周波数特性を制御でき
ることを示している。さらに、自然照明下における実時間での画像処理にも適用できることを確認している。
以上のように、本論文は生体視覚系の階層的並列処理構造をアナログマルチチップにより模擬し、一次視覚野細胞
に見られる方位選択性を有する集積回路システムを実現している。単に神経細胞の応答を再現するだけではなく、実
際的な画像処理に適用可能なシステムを構築した本研究は先駆的かつ独創的である。よって、本論文は博士論文とし
ての十分な価値を持つものと認める。
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